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機械・エネルギー工学系 勉強会報告 

技術長 三浦篤義 
「ひずみゲージの基礎２」勉強会 
機械・エネルギー工学系では，スキルアップの一環として「ひずみゲージの基礎２」の勉強会を行

った．これは，㈱共和電業や㈱東京測器研究所などが主催で行っている「ひずみゲージ講習会」

に参加した技術職員が講習会で得た知識や技術等を他の技術職員に教え伝えることにより，講習

会に参加した技術職員は教えることで復習にもなり，またこの勉強会に参加した技術職員もひず

みゲージについての知識・技術の習得となる．スキルアップに繋がる． 
勉強会は 7 月 28 日，9 月 27 日，10 月 20 日に不定期であるが３回行われた． 
第１回目は，ひずみ測定の目的とひずみゲージの原理，ひずみと応力の関係などについて基本

的な内容を中心に机上学習を行った．ひずみゲージは，加えられた力に応じて発生する機械的な

微小変化である「ひずみ」を電気信号として検出するもので，機械の分野だけでなく， 電気・土

木・建築・化学・医学など他方面にわたって使用されている．ひずみゲージを使用することによ

り，構造物に発生するごくわずかな伸び，または縮みを求めることができる．この伸びや縮みか

ら構造物に発生する「応力」を知ることができる．応力は構造物の強度や安全性を確認するため

の重要な要素である．また，ひずみを測るだけでなく，荷重・圧力・加速度・変位・トルク・な

どを測定するセンサの素子としても応用されている．  
第２回目は，ひずみゲージの接着と防湿処理についての学習と実習を行った．ゲージ長 5mm

のひずみゲージを幅 30mm 長さ 200mm 厚さ 1.8mm の鋼板にゲージ接着部をサンドペーパで磨

きその後，脱脂・洗浄を行った後にひずみゲージ専用接着剤 CC-36 を用いて予めケガキ線で描い

た決められた接着場所に接着を行った．幾つかの注意事項を守りながらの実習である． 
第３回目は，静ひずみと動ひずみの測定実習である．測定機器の取り扱い説明の後に静ひずみ

測定では，ひずみの計算値と測定値の比較実習を行った．動ひずみ測定は，動ひずみ測定器を用

いて最大引張応力・最大圧縮応力・周期から周波数などの求め方の実習を行った． 
出席者：御手洗秀二，保月三義，嶋田不美生，甲斐照高，首藤周一，西田健一，北村純一，伊波護，三浦篤義 

参考：ひずみマガジン No.1～6（株式会社共和電業） 

勉強会風景 

箔ひずみゲージの各部の名所 
（株式会社共和電業 HP から） 
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機械・エネルギー工学系第一技術班 活動報告 

班長 嶋田不美生 

機械・エネルギー工学系第一技術班では，加工技術の習得および向上を図るために，実習室の

工作機械等を使用して勉強会を行っている．本年度は，パイプベンダおよびパネルスタンドの製

作（１６回）を行った． 

パネルスタンドの製作に際して，ステンレスパイプの曲げ加工が必要であり，そのためにパイ

プベンダを製作した．ここでは，本活動でこれまでに実施した旋盤加工，フライス盤加工および

TIG 溶接において，その機能および操作方法，また切削工具（バイトおよびエンドミル）の用途

など，加工技術のさらなる向上を図る．パネルスタンドの製作では，ステンレスパイプの曲げ加

工技術を習得する． 

また，製作したパネルスタンドは，本技術部が開催している「おもしろ科学実験教室」などで

使用する予定である． 

 

活動記録 

No.  容 内 習 実 日月年

１ 平成２２年 

１０月１８日 

パイプベンダ製作① 

・設計 

２ １０月２５日 パイプベンダ製作② 

・材料（丸鋼，角鋼および鉄板）の切り出し 

３ １２月 ６日 パイプベンダ製作③ 

・主軸の旋盤加工（外径および R 加工） 

４ １２月２０日 パイプベンダ製作④ 

・パイプ保持部のフライス盤加工（端面および R 加工） 

５ 平成２３年 

 １月１７日 

パイプベンダ製作⑤ 

・基板のフライス盤加工（端面加工） 

６ １月２４日 パイプベンダ製作⑥ 

・連結板およびストッパのフライス盤加工（端面加工） 

７ １月３１日 パイプベンダ製作⑦ 

 ・ハンドル部のフライス盤加工（端面加工） 

・基板および連結板の組立穴・ねじ加工 

８   ２月 ３日 パイプベンダ製作⑧ 

・主軸のフライス盤加工（組立逃がし部加工） 

・パイプ保持部のねじ加工およびハンドル部の組立穴加工 

９ ２月 ７日 パイプベンダ製作⑨ 

・ハンドル部およびストッパの TIG 溶接 

・組立 
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１０   ２月１４日 パネルスタンド製作① 

・設計 

・ステンレスパイプの曲げ加工 

１１   ２月２１日 パネルスタンド製作② 

・ステンレスパイプのねじれ，角度および長さ調整 

１２   ２月２８日 パネルスタンド製作③ 

・ヒンジおよびステーの取り付け穴加工 

１３   ３月１４日 パネルスタンド製作④ 

・ステー部の製作 

１４ ３月２３日 パネルスタンド製作⑤ 

・ステー部の製作 

１５  ３月２９日 パネルスタンド製作⑥ 

・パイプ継手の旋盤加工 

１６  ３月３１日 パネルスタンド製作⑦ 

・組立 

 

パイプベンダ（パイプの曲げ加工前）       パイプベンダ（パイプの曲げ加工後） 

 

パネルスタンド（全体）             パネルスタンド（可動部） 
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科学実験ＷＧ 

三浦篤義 

 

 本 WGでは、前年度に引き続き“小学生を対象にした「おもしろ科学実験教室」と「ものづくり

教室」”を円滑に実施するために様々な活動を行った．学校長や教員の移動に伴い転任先の小学校

でも実施する様になりまた，PTA 活動にも呼ばれる様になった．実施小学校までの交通手段に大

学のマイクロバスを利用することになり行き帰りもスムーズとなった．今回初めての試みとして，

科学実験など身近で体験する機会の少ない大分市や別府市以外の小学校に出向きおもしろ科学実

験教室の実施も行った．職員 WG メンバーも 3 人増え，アシスタントの学生を加え 18 人態勢とな

り益々活発な活動が出来るようになった． 

活動費として地域開放推進事業（Jr.サイエンス事業）から“小学生を対象にした「おもし

ろ科学実験教室」”のテーマで１４万円と学長裁量経費から“技術部における地域貢献活動”

のテーマで８０万円，合計９４万円の活動費を獲得でき実験機材の購入，アシスタント学生

の謝金，マイクロバス代などの経費に当てることが出来た． 

今年度は，小学校等での実施１２回と県や市などからの依頼５回，計１７回実施する事となっ

た．それに伴い，WGメンバーの業務量も飛躍的に増大したため，通常業務に支障を来さないよう，

業務分担の細分化や効率化を図りながら活動を行う必要が出てきた． 

 

以下は活動記録である． 

月 日 内  容 

平成 22年   

4 月 22日 WG連絡会（1） 

5 月 11日 第 1回実験教室実施校校長と打ち合わせ及び体育館等設備確認 

〃 第 12回実験教室実施校校長と打ち合わせ及び体育館等設備確認 

5 月 17日 第 2回実験教室実施校校長と打ち合わせ及び体育館等設備確認 

5 月 26日 第 3回実験教室実施校校長と打ち合わせ及び体育館等設備確認 

6 月 3 日 WG連絡会（2） 

〃 県担当者と「まなびの広場サイエンスフェスタ」について打ち合わせ 

6 月 8 日 科学実験教室実施概要説明のため別府市教育委員会訪問 

6 月 11日 本学学長裁量経費(社会連携推進プログラム)採択決定 

6 月 17日 第 1 回実験教室実施（於：大分市立敷戸小学校） 

6 月 18日 第 1回実施アンケート回収 

6 月 22日 第 2 回実験教室実施（於：大分市立鴛野小学校） 

6 月 25日 朝日新聞に科学実験隊の活動記事掲載 

〃 第 10回実験教室実施校校長と打ち合わせ及び体育館等設備確認 

〃 第 2回実施アンケート回収 

7 月 13日 第 3 回実験教室実施（於：豊後大野市立三重第一小学校） 
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7 月 15日 WG連絡会（3） 

7 月 21日 県担当者と「O-Labo」について打ち合わせ及び実施場所等確認 

〃 「まなびの広場サイエンスフェスタ」の実施場所等確認 

7 月 22日 県主催「科学体験実証スペース O-Labo」参加・協力 

8 月 1 日 県主催「まなびの広場サイエンスフェスタ」参加・協力 

8 月 2 日 第 7回実験教室実施校担当者と打ち合わせ 

8 月 18日 第 1・2回実験教室実施校校長と報告書内容の確認 

8 月 20日 第 4回実験教室実施校担当者と打ち合わせ及び実施場所等確認 

8 月 23 日 県主催「科学体験実証スペース O-Labo」参加・協力 

8 月 26日 第 11回実験教室実施校校長と打ち合わせ及び体育館等設備確認 

8 月 27日 大分市内の小学校 PTA関係者が科学実験教室視察 

8 月 30日 第 8回実験教室実施校校長と打ち合わせ及び体育館等設備確認 

8 月 31日 第 9回実験教室実施校校長と打ち合わせ及び体育館等設備確認 

9 月 4 日 第 4 回実験教室実施（於：大分市長浜校区公民館） 

9 月 6 日 WG連絡会（4） 

9 月 9 日 第 6回実験教室実施校校長と打ち合わせ及び体育館等設備確認 

9 月 10日 第 7回実験教室実施校担当者と打ち合わせ及び実施場所等確認 

9 月 15日 第 5回実験教室実施校校長と打ち合わせ及び体育館等設備確認 

10月 1日 第 5 回実験教室実施（於：大分市立坂ノ市小学校） 

10月 3日 大分市主催「第 5 回おおいた協働ものづくり展」参加・協力 

10月 12日 WG連絡会（5） 

10月 15日 第 5回実施アンケート回収 

11月 3日 第 6 回実験教室実施（於：大分市立松岡小学校） 

11月 7日 第 7 回実験教室実施（於：大分市立寒田小学校） 

11月 9日 第 8 回実験教室実施（於：別府市立上人小学校） 

11月 16日 第 9 回実験教室実施（於：別府市立別府中央小学校） 

11月 18日 第 8回実施アンケート回収 

11月 20日 「青少年のための科学の祭典 2010 大分大会」(於：臼杵市)参加・協力 

11月 22日 第 9回実施アンケート回収 

11月 30日 WG連絡会（6） 

12月 7日 第 10 回実験教室実施（於：別府市立南小学校） 

12月 14日 第 11 回実験教室実施（於：別府市立朝日小学校） 

12月 15日 第 11回実施アンケート回収 

12月 17日 大分合同新聞に科学実験隊の活動記事掲載 

12月 27日 第 12回実験教室実施校校長と打ち合わせ及び体育館等設備確認 

平成 23 年   

1 月 18日 第 12 回実験教室実施（於：大分市立戸次小学校） 
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平成２２年度九州地区国立大学法人等技術職員スキルアップ研修の報告 
 

電気・電子工学系  梅田 清 

 

１．始めに 

 

 平成２２年９月８日～９月１０日に琉球大学で行なわれた平成２２年度九州地区国立大学法人

等技術職員スキルアップ研修に参加したので報告する。 

 

 

２．研修の概要 

 

１日目 開講式 講演 

・農学部川満教授「サトウキビ増産と IT 農業」 

サトウキビの加工時に出るバカスを炭化し、加工用の燃料と肥料として用い、育成促進

を促し光合成による、CO2 の削減・温暖化対策を目指す。 

輸入に頼っている野菜等の農作物(経済的な負担)を、農業の IT 化により、収穫の増産を

目指し、自給自足の体制を目指す(沖縄型植物工場)。 

・工学部瀬名波 准教授「沖縄における海洋バイオマス利用による CO2 固定化・新エネルギー 

 の開発」 

工場から排出される CO2を高濃度の状態で海水に溶解させ、それを海藻による光合成を行

い、CO2 を削減し、増殖した海藻からバイオエタノールを精製し、エネルギーとして利用す

る。 

 

２日目 分野別講義･実習 

・電気電子コース 「H8 マイコンの基礎」 

講師は、伊波技術職員が行われ、他に准教授、助教、技術職員の５名の方が補助を行わ

れた。H8 マイコンは、秋月電子通商が扱っている「AKI-H8/3052F 開発セット」を使用。午

前はメーカーのハードウェアマニュアルを用いて H8 ボードの説明があった。午後からは、

プログラムを動かし、ボード上の LEDを点滅させたり、接続したモータ、リレー等を動作さ

せ、オシロスコープで波形を観測、LCD(液晶表示器)に文字や測定結果を表示させた。 

 

 講師 伊波技術職員  H8 マイコンボードと実習装置 
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３日目、施設見学 (金属リサイクル関係)  閉講式 

・拓南商事株式会社、拓南製鐵株式会社 

埋立地に作られた自動車や家電製品のリサイクル工場と、そこから出る鉄を原料として

鉄筋を生産する製鉄工場を見学。 

 

 

３．まとめ 

 

１日目の講演では、どちらの先生も、これからは自分一人の研究だけでなく、さまざまな分野

の研究者や企業とのプロジェクト研究(一人から多人数)が大事だと仰っていた。また、どちらの

研究も、沖縄での輸入に頼っている農作物やエネルギーの自給自足を行うことが基になっている

が、これはそのまま日本という島国に当てはまるのではないかと思った。 

分野別講義･実習では、一日では、プログラムを完全に理解することはできなかったが、ワン

ボードマイコンをどのようにプログラムを作成し、読み込ませ、動かすのかを実際に行なうこと

で、コンピュータとプログラムの関係の基礎の理解に繋がったと思う。 

施設見学では、沖縄の鉄鋼の始まりは、戦争によって沖縄中にばら撒かれた銃弾等の処理から

始まったと聞き、考えもしなかったことでショックを受けた。また、その回収にも戦後、陳情を

重ね、何年もたって、やっとアメリカ軍から許可が降りたとのことで、戦争による影響の大きさ

が感じられた。 

今回の研修で初めて知ったことが多く、参加して大変よかったと感じた。 
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平成２２年度九州地区国立大学法人等技術職員スキルアップ研修報告 

情報工学系  原槙 稔幸 

１．研修概要 

 主旨：九州地区国立大学法人等に所属する技術職員の職務遂行に必要な技術的資質の向上 

期間：平成２２年９月８日（水）～ ９月１０日（金） 

会場：国立大学法人琉球大学 千原キャンパス（沖縄県中頭郡西原町） 

日程： 

 後午 

開講式 

特別講演１「サトウキビ増産と IT農業」 

特別講演２「沖縄における海洋バイオマス利用による CO2

固定化・新エネルギーの開発」 

 

 

１日目 

[９月８日（水）] 

終了後 懇親会（千原キャンパス北食堂）  

 
２日目 

[９月９日（木）] 
終日 

分野別研修 [情報処理コース]  

講義・実習「FPGA 内の PowerPC プログラムによるリアル

タイム音声処理体験」 

 

 
３日目 

[９月１０日（金）] 
午前 

施設見学会 

拓南商事株式会社（うるま市） 

拓南製鐵株式会社（沖縄市） 

閉講式 

 

 

２．研修内容 

１日目 開講式・特別講演２件 

琉球大学工学部１号館２２２講義室にて執り行われた開講式に出席し，引き続き同室で２件の

特別講演を受講した．１件目の特別講演「サトウキビ増産と IT 農業」では，琉球大学農学部亜熱

帯農林環境科学科の川満芳信先生が，サトウキビの生産に IT 技術を活用することで，糖度の高い

サトウキビを効率的に作り出す方法や，サトウキビの搾りかす（バガス）を燃料として再利用す

るための研究について述べられた．２件目の特別講演「沖縄における海洋バイオマス利用による

CO2固定化・新エネルギーの開発」では，琉球大学工学部機械システム工学科の瀬名波出先生か

ら，化石燃料から排出されたCO2を海水に溶かして，効率的に海藻を生産するための要素技術と，

その海藻をバイオ燃料として利用することで，新たな CO2排出がない「炭素回生システム」によ

るエネルギーの生産を目指した研究の紹介がなされた． 
 

２日目 分野別研修 
２日目は参加者が機械・電気電子・情報処理の各コースに分かれて講義・実習に取り組んだ．

私が参加した情報処理コースでは「FPGA 内の PowerPC プログラムによるリアルタイム音声処

理体験」をテーマに，琉球大学工学部の和田知久先生や吉田たけお先生の指導のもと，FPGA の

システム実習ボード上に PowerPC システムを構築し，プログラムを開発した．はじめにボード

や PC を操作してシステムを構築し，ボード上の LED を点灯させるプログラムを動作させた． 
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Y. Goto, K. Sugita, T. Takahashi, Y. Ohga, and T. Asano, Chem. Lett., 32, 618(2003). 
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４．プログラミングについて 

   平成 21 年度から C 言語に似た書式で記述することができるプログラミング言語

NXC を使ってロボット実験を行っている。NXC でプログラミングを行うためには統合

開発環境「Bricx Command Center（BricxCC）」というフリーソフトが必要である。

学生は実験のホームページに掲載されているプログラムを参考にして課題のプログ

ラムの作成に取り組んでいる。以下に課題５で作成したサブサンプションプログラ

ムの NXC のプログラム例とブロック図（図３）を示す。 サブサンプション（包摂； 

subsumption）・アーキテクチャーと呼ばれる設計思想に基づいた行動型ＡＩはブル

ックス（Ｂ rooks、1986)によって開発された。センサで駆動される複数のモージュ

ール間の実行の優先順位に従って自然界でさまざまに変化する障害物等の置かれた

環境中を適応的に動き回る昆虫のようなロボットが開発できる。 

・NXC プログラム例（サブサンプションプログラム） 

void main ( ) {  

Precedes(  Light、 Touch、 Ultrasonic、 Forward、                 

         Motor_control ) } 

task  Light ( ) {・・・・・・ }; 

task  Touch ( ) {・・・・・・ }; 

task  Ultrasonic ( ) {・・・・・・ }; 

task Forward ( ) {・・・・・・ }; 

task  Motor_control ( ) {・・・・・・ } ； 

ロボットは，以下のように動作する。      

1. 最も明るい光源を探してまず速度を

上げて前進する。 

2. もしロボットが何かに衝突したら，方

向を変えて走り去る。 

3. 光に向かって前進する時，通路の障害 

図３．サブサンプションブロック図    物を避けようとする。 4. 前進を再開する。 

５．今後の課題 

レポートには作成したソースプログラム

とプログラムの説明を載せてあるが、課題の

難度が上がるに従って作成者以外の者が見

ると非常に分かりずらく、内容を理解するの

は困難である。他人が見てもある程度、内容

を理解して引き続きプログラムの修正、追加

などが容易にできるようにしたい。そこで実

験でプログラム作成前に UML で図解してプ

ログラムの構造や動きを図でとらえること

を用いてモデリングを行い、その後にプログ

ラミングすることを取り入れてみたい。          図４．ライントレース図 

レポートには UML を取り入れた図（図４参照）も添付して提出する。 
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２－３ 円筒型オゾナイザ（沿面放電） 

円筒型オゾナイザを図３に示す。ガラス管（長さ 250 

mm、内径 20 mm）を誘電体として、内部電極はステン

レス線（直径 0.5 mm）をコイル状に巻いたものをガラ

ス管の内壁面に接するように装着した。ガラス管の外

側には 20 lines/inch のステンレス金網を巻いてアース

電極とし、放電の様子を観測できるようにした。気密

の保持とガス導入・取り出しの仕組みは、上記の同軸

円筒型と同様である。 

  

３．オゾナイザ放電の観測  

同軸円筒型オゾナイザの放電写真を図４に示す。印加

電圧は 10 kV、周波数は 60 Hz であり，シャッタースピ

ード 10 s で撮影した。ガラス管とステンレス棒電極の

ギャップ 1 mm の間で放電しており、短時間で発生と消

滅を繰り返す多数の微小放電柱が形成されているのが

観測された。 

平行平板型オゾナイザの放電写真を図５に示す。印加

電圧は 5.5 kV、周波数は 60 Hz であり，ガラス板の真上

から撮影した。ステンレス板と導電性ガラス板のギャッ

プ 1 mm の間で放電しており、同軸円筒型オゾナイザと

比べて放電柱が変動しながら形成されている様子が肉

眼でもはっきり観測できた。印加電圧 6 kV 以上でガラ

ス板の導電性部分とステンレス板の端でスパークが確

認された。 

円筒型オゾナイザ（沿面放電）の放電写真を図６に示

す。印加電圧は 10 kV、周波数は 60 Hz である。ガラス

管の内壁面に接するように装着したステンレスコイル

とガラス管の境界面で、コイル形状に沿った放電の様子

が観測できた。 

 

４．まとめ  

オゾナイザを自ら設計・製作・使用してもらうことにより、装置の電気工学的原理や環境問題の解決策を

学生に深く実感してもらうことが可能となった。オゾナイザの構造を理解することにより自由なデザインが

描けるようになるため、学生達が創造性の高い装置を製作する様子が伺えた。また、オゾナイザの放電領域

を直接観測できる構造にしたことで、無声放電と沿面放電の放電形態の違いを学ばせることができた。ここ

では報告しなかったが、電流波形の観測や電力の測定を通して高電圧工学の基礎を習得させることができ、

また、O3濃度の測定や脱色実験を通して電気工学の必要性を伝えることができる実験内容となった。 
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図３ 円筒型オゾナイザ（沿面放電） 

 

 

 

図４ 同軸円筒型オゾナイザの無声放電

図５ 平行平板型オゾナイザの無声放電

図６ 円筒型オゾナイザの沿面放電
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３．システムの実装  
 
３．１ e-Learning プラットフォーム  
 

学外のクラウドサーバとして Google
社の「Google App Engine」，学内のオ

ンプレミスサーバとして Linux ベース

の Web アプリケーションサーバを用意

した．どちらにも Java アプリケーショ

ンが動作する実行環境を構築した．  
 
３．２ ロードバランサ  
 

負荷分散のために専用のロードバラ

ンサ機器を導入するのは高コストであ

るため，本研究では安価なレイヤ 3 ネ

ットワークスイッチとノート PC 上に

構築した「Linux Virtual Server(LVS)」
の機能を組み合わせた簡易ロードバラ

ンサを構築した．   
 
３．３ e-Learning アプリケーション  
 

e-Learning アプリケーションの開発

には，統合開発環境 Eclipse を用いた．

また，Eclipse 上で開発したプログラム

と学習用コンテンツを，クラウドとオン

プレミスのサーバに一括して登録また

は更新できるように設定した．  
 
３．４ 利用者学習履歴の保存  
 

e-Learning サービス利用者の学習履

歴を保存する領域として，ファイアウォ

ール内にファイル (NAS)サーバを設置

した．NAS とファイアウォール外のク

ラウドとのデータ通信を安全におこな

うために「URL Fetch Java API」と

「Google Secure Data Connector」を

利用してプログラムを実装した．   

４．研究成果  
 

今回の研究で実装した e-Learning ア

プリケーションの画面を図 2 に示す．  
システムの実装後，PC からクラウド

とオンプレミスの e-Learning サーバを

利用できることを確認し，一方のサーバ

を停止してもサービスを提供できるこ

とを確認した．  
また，クラウドとオンプレミスの両方

のサーバが稼働している状態では，複数

の PC から一斉にアクセスした場合に，

負荷を分散してレスポンスタイムが向

上することを確認した．  
以上のことから，クラウドとオンプレ

ミスのサーバを併用して e-Learning サ

ービスの稼働率ならびにレスポンスタ

イムの向上が図れることを確認できた． 
また本研究では，複数の e-Learning

サーバのアプリケーション実行環境を

同一にし，プログラムやコンテンツを，

開発用 PC 上の統合開発環境で一括管

理する仕組みを導入したことで，プログ

ラム更新や学習コンテンツ管理にかか

るコストの増加を抑えることもできた． 
今後は学習者の利用満足度が高くな

る e-Learning サービスを検討したい． 
 

 
図２： e-Learning アプリケーションの画面   
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